
 

 

 

「貨物鉄道論文賞」応募論文作成のための「リーフレット」 

 

初めて応募論文を作成しようとする方は、以下を参考にして取りまとめをお願いします。 

 

題名（タイトル）は、論文内容を具体的に表すものを付けて下さい。 

  ～サブタイトル～を付けることもできます。 

 

 

１．はじめに (Ａ４用紙（40字×36行）1枚程度) 

論文のテーマについて選んだ理由、取り組みの背景をエッセンスとして短い文章で取りまとめ、読

み手の興味を引くよう心がけて下さい。 

  例えば、総合物流、環境対策、モーダルシフト、輸送効率化、荷役改善といった大きな視点に立ち、

選んだ具体的テーマとの関連付けを行なって下さい。 

 

 

 

２．現状の分析(Ａ４用紙(40字×36行)５枚程度) 

 （１）「はじめに」で掲げた問題意識をもとに、現行の輸送にかかわる数量、時間、行き先、各運輸

機関の輸送サービス等、また、現在行なっている業務について、時間、コスト、使用している輸

送機器等、あるいは、広く環境や物流（ＣＯ２、燃料高騰、労働力不足、インフラ等）等につい

て問題点の洗い出しを行ない、問題意識を浮き彫りにするよう心がけて下さい。 

 （２）論旨をわかりやすくするための概念図、図表、グラフ、写真等は、理解を深めるために有用で

すので、必要に応じてご活用下さい。 

 

３．展 開  (Ａ４用紙(40字×36行)５枚程度) 

 （１）「現状の分析」で具体的に得られた結果（行き先、時間、数量、コスト、作業改善・ＣＯ２削減

効果等）をもとに、今後の取り組みについて仮説をたてる、あるいは、他のモデルとの比較検討

を行なうなどにより、新しい選択肢を見つけて下さい。 

 （２）それらの課題解決に向けた方向付けを行ない、現状と対比しつつ、各種実証実験等を実施、あ

るいは、新しい輸送機器、装置、ソフトの投入、あるいは改良等によって有効と確信できる対策

○ 序論（はじめに）の役割 

① 導入の役割を果たす部分 

② 取り上げるテーマ（問題）は何かを具体的に示す 

③ 書き出しの部分で、これから述べる意見の発端、目的を示す【問題提起】 

④ テーマ取り上げの論拠として、背景となる先行研究があれば、それを紹介する 

⑤ 論じるのに必要な前提情報を、その分野に知識のない読み手にも分かるように説明する 

⑥ 読み手が全体を円滑に意欲的に読み続けることができるためのガイドとなる 

○ 本論の役割 

 ① 結論を支える役割を示す部分 

② 序論から結論を導き出す 

③ 事実（調べたこと、データ、結果）を用いて論拠を示し、なぜそのような結論になるのかを 

  理論的に説明する【意見記述】 

 ④ 反論や批判も予測して、多角度的に論拠・根拠を述べ、読み手の理解を深める 



 

 

 

を作りあげ、得られた結果によって、どのくらいの効果があるかを試算し、結論に結びつける。

または、貨物鉄道の発展に資する提言として数項目にまとめて下さい。 

 （３）論旨をわかりやすくするための概念図、図表、グラフ、写真等は、理解を深めるために有用で

すので、必要に応じてご活用下さい。 

 

  

○ 結論（むすび、まとめ）の役割 

① まとめの役割を果たす部分 

② 全体の内容をざっと概観し確認する 

③ 意見を締めくくる 

④ 中心テーマ（意見、主題）をアピールする 

⑤ 序論で述べた目的に呼応するよう整合していかなければならない 

本論での成果に基づき、それを足がかりにとして、将来（次の段階）、何をしたらよいかを示

す 

 

４．結 論(Ａ４用紙（40字×36行）１～２枚程度) 

  結論は、序論の論文の作成目的と関係付けて結び、結論を分かりやすく、自分の意見を明確に入れ

て書いて下さい。 

 

 

○ 最後に、参考文献、資料、Ｗebサイトのリストを載せる 

 

 

 

 

 

応募論文を記入する上での留意点 

 

論文を書く場合、以下のことに注意して、読み手に読みやすいように、分かりやすく書いて下さい。 

 

・ 誤字・脱字がないように気をつける 

・ 論理的にわかりやすく、読みやすく書く 

・ 表記や用語を統一する 

・ 文体は「である」調で書く 

・ １文はあまり長くならないようにする 

・ 説明には図表を有効に活用する 

・ 図番号は図の下 表番号は表の上に書き 出所があれば『（出所）国土交通省「・・・統計」』と書

く 

・ 事実（実際に得られている結果など）と意見（事実に基づいた見解や推測など）を区別する 

・ 自分の意見か、他の文献、参考サイトにある見解からの引用かが、読み手に読み取れるように書

く （例）「○○で述べられているように・・・・・・」「・・・・（参照）」 

 ・ 参考文献がある場合は、著者名、書名、出版年数、出版社を最後に記述する 

 



 
 

第 26回 貨物鉄道論文賞 応募用紙 

 2026年  月  日 

 

日本貨物鉄道株式会社 御中 

 

以下の論文について、第 26回 貨物鉄道論文賞に応募します。 

 

論 文 名 
 

 

① 住 所 

□自宅  □勤務先 

〒 

 

 

② 氏 名（ふりがな）  

③ 年 齢       

④ 連絡先 □携帯 

□自宅 □勤務先 

電話（日中ご連絡が可能なもの）： 

E-mail： 

⑤ 勤務先 

(又は学校名) 

 

⑥ 本賞をお知りに

なったきっかけ 

（例：雑誌名、当社ホームページなど） 

 

⑦ 推薦者名 

（他薦による場合） 

【会社名又は学校名等】 

 

【お名前（ふりがな）】 

 

 

（注 1）ご応募いただきました論文は、返却いたしません。 

（注 2）ご提出をいただきました個人情報に関しましては、本賞における目的以外

には使用しません。 


